
専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回（74単位時間） 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～15回目

【前期】
16～19回目

【後期】
30～34回目

【後期】
35～3７回目

評価方法

備考

ギターコース・ベースコース・ドラムコース・シンガーソングライターコース
・ギターヴォーカルコース・ヴォーカルコース

・ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
DAWⅠ

DAWⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経歴13年
ギタリストとして様々なアーティストのサポートでライブやレコーディングに参加。また、アイドルや声優の楽曲や CMのサウンドロゴの作
編曲。MIX、MASTERINGまで自身で行い、ライブではマニピュレータとしての活動も行っている。

授業概要

音楽制作ソフト(DAW)でのトラック制作の方法の習得および技術の向上、他コースとのコミュニケーションや各楽器の違いや知るべき知識の習得。

PCの操作法を学び、現代音楽の制作が出来るように(自分で創るオリジナリティを曲や音で活かせるように)なる知識、実践方法を学ぶ。

各楽器の理解・プログラミング法(打ち込み)の指導
・各作業用ツールの説明
・4分音符(8分・16分・3連符・6連符)のクオンタイズの説明と理解

ツーミックスのバウンス作業
・エフェクト処理を使い、ミックスに必要な知識を学ぶ
・エフェクト(プラグイン)を使用しマスタリングの実践(AI含む)

「後期試験対策」
・生データのレコーディング、ミックス・マスタリングを使用した課題曲の作成の総復習

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

【後期】
20～29回目

各楽器にフォーカスを合わせた課題曲の作成
・1コーラスを目標に各楽器がメインになったジャンルの課題曲を複数作成
・ボーカル、ギター、ベースなどの生データのレコーディングの仕組み、実践
・エフェクト処理(アンプシミュレーター、パンニング、コンプレッサー、エコー、ディレイ)
・マイクの種類やファンタム電源等、レコーディング機材の知識を学ぶ

ドラム、ベース、キーボード、シンセサイザー等各楽器の仕組みの理解
・各楽器を理解し、4小節(16小節＋α)の課題曲の作成

「前期試験対策」
・PC操作、各楽器の理解、プログラミング(MIDI打ち込み)、課題曲の作成の総復習

授業計画・内容

PCの操作方法の指導、音楽制作ソフト(DAW)の操作方法の指導
・PC、DAWの基礎知識(起動/USBorGoogleDriveへの保存)
・オーディオインターフェースの役割と使用、接続方法



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回（74単位時間） 年間単位数 ４単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～16回目

【前期】
17～19回目
(前期試験)

【後期】
20～25回目

【後期】
26～30回目

【後期】
31～35回目

【後期】
36～37回目
(後期試験)

評価方法

備考

Tonic minor Scaleとは(2)
•Natural minor、Harmonic minor、Melodic minor Scale上に構築されるダイアトニックコードとDegree(度数)
•Natural、Harmonic、Melodic上に構築されるダイアトニックコードダイアトニックコードとDegree(度数) / コードプログレッション

ケーデンスに付いて、
•ケーデンスのパターン Tonic Sub Dominat Dominantの進行パターン
•Dominant Motion (2) • Secondary Dominant（2）Secondary Dominantを使ってみる

[Logicの使い方応用 3]
ミックスでよく使われるイコライザやコンプレッサーの基礎知識や使い方を学習し、
自作曲のクオリティをあげるような学習。

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

転調のパターン / コードプログレッション
•平行調、同主調、近親調、遠隔調 •各調へのコードプログレッションなど
•Dominant Motion（3）• Secondary Dominant（3）

Diminished(減5、減7)音程、Augment(増5)音程から出来る和声とは、 / Chord FunctionからDominant Motion / Secondary Dominant
•Diminished Chord、Augment Triad Chord •ダブルフラット、ダブルシャープ
•Chord Function（1）•Dominant Motion（1）•導音、トライトーンとは、何か. •Secondary Dominant（1）二次的なDominantとは、

授業計画・内容

基礎知識 (1)
•音楽記号. •拍子記号. •音名. •音符、休符 •音の高さ
•調号、Keyに付いて、#系 と b系（1）. •Tone Interval（1）1度、3度、5度、7度音程（完全、長、短、減）

アーティスト、演奏家にとって大事な共通言語とされる
基礎的な音楽理論の理解を深め自己の演奏に反映させ修得出来る事を目指す。

基礎知識 (2)
•調号、Keyに付いて、#系 と b系（2）. •Tone Interval（2）1度、3度、5度、7度音程（完全、長、短、減）
•Degree(度数)表記(1) I -II - III - IV - V - VI - VII •サークルオブフィフス（五度圏）•コードネームの表記方法(1)

基礎知識 (3)
•調号、Keyに付いて、#系 b系（3）•Tone Interval（3）1度、2度、3度、4度、5度、6度、7度音程（完全、長、短、減）
•Degree(度数)表記(2). I -II - III - IV - V - VI - VII. • Major Scale上に出来る三声、四声和音 •コードネームの表記方法(2)

ヴォーカルコース・ダンスヴォーカルコース・シンガーソングライターコース
ギターヴォーカルコース・サウンドクリエイターコース・ギターコース

ベースコース・ドラムコース

到達目標

授業科目名
音楽理論Ⅰ

音楽理論Ⅰ １年次

90分（1単位時間45分）

実務経験33年
ギター演奏を中心に多数のレコーディングやアーティストサポート、アーティストへの楽曲提供、
劇伴、作編曲、楽曲プログラミング、教則本の執筆やトレーナーなど活動は、多岐に渡る。

授業概要

音楽に関する基礎的な音楽理論（ベーシックセオリー）を学び音楽に対する基礎的な知識を身に付け、
楽曲制作や演奏する楽曲の理解や実演奏へのフェードバックさせる為の授業内容になってます。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 44回(88単位時間) 年間単位数 5単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～6回目

【前期】
7～14回目

【前期】
15～17回目

【前期】
18～19回目

【前期】
20～23回目

【後期】
24～44回目

評価方法

備考

音楽アーティスト科全コース

到達目標

授業科目名
分野別講座

分野別講座 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経験5年以上の各科目担当講師。現場での豊富な経験と技術への深い知見をもとに次世代の育成に取り組む。

授業概要

専攻コースの授業内では習得の難しい様々な分野の基礎知識を、動画配信によるオンライン授業形式で行う。

授業計画・内容

ビジネス文書

自身が音楽・芸能活動や仕事を行う上で、大半の事は自分で理解・判断し、達成への方法論を自ら考え出せる事を目標とする。

コミュニケーションについて

所得税と源泉徴収・確定申告

音楽業界基礎知識♯4-25

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

・音楽活動における基礎知識
音、電気、マイクスピーカーについて

音楽業界基礎知識♯1-3



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 演習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 20回(40単位時間) 年間単位数 ２単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～3回目

【前期】
4～6回目

【前期】
7～9回目

【前期】
10回目

【後期】
11～13回目

【後期】
14～16回目

【後期】
17～19回目

【後期】
20回目

評価方法

備考

ヴォーカルコース・ダンスヴォーカルコース・シンガーソングライターコース
ギターヴォーカルコース・サウンドクリエイターコース・ギターコース

ベースコース・ドラムコース

到達目標

授業科目名
アーティスト実地演習Ⅰ

アーティスト実地演習Ⅰ 1年次

90分（1単位時間45分）

各科目担当講師、及び研修先のご担当者様等。

授業概要

それぞれのイベント等において接客対応、現場における作業について研修を行う。

各コースイベント

アンサンブル発表会

授業計画・内容

アーティスト特別セミナー

現場における作業、流れ等のノウハウ習得。
イベント等を協力して作り上げることによるコミュニケーション能力の向上。

個人プロフィール制作

アンサンブル発表会

コース別ファイナルイベント

コースイベント

ライブ見学

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 74回(148単位時間) 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～33回目

34～38回目

【前期】
39～42回目

【後期】
43～70回目

【後期】
70～71回目

【後期】
72～74回目
(後期試験)

評価方法

備考

ギターコース、ベースコース、ドラムコース、ヴォーカルコース
シンガーソングライターコース、ギターヴォーカルコース

ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
アンサンブルⅠ

アンサンブルⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経験14年
自身の活動として楽曲配信やソロアルバムを発売、Youtubeにおいてはレッスン動画や業界の知識を配信等、積極的に活
動。またエンジニアとしても活動しておりミックスやマスタリング、そして作曲等も全て自主でこなし、楽曲提供や数々の著名な
ヴォーカリストと共演。

授業概要

コミュニケーションを第一に既成曲を題材に、互いに周りの人の音をよく聞き、合わせる力を磨く。
アンサンブルフェスティバル＝ライブを想定した楽曲やライブ構成（MCや曲間の繋ぎ）、アンサンブルに必要な要素（テンポ、譜面、リズムの取り
方、パフォーマンス）の重要性を学ぶ。
題材楽曲を通して演奏方法や楽曲に適したアレンジ方法、聞き手への伝え方を学ぶ。
MV・DVダンス学生が半期で入れ替えの為、半期毎の目標に向かって経験に応じたスキルアップを目指す。通年必修の学生は①〜⑧課題曲に取
り組み、迅速な対応と理解を深める。

半期のまとめ
・アンサンブルフェスティバルや通常授業を振り返り、反省点や良かった点をピックアップ。今後どうすれば更に向上出来るか
を話し合う。

授業計画・内容

アンサンブルとは何か
課題曲①〜④
アンサンブルフェスティバルへ向けて

合奏する事やライブの楽しみ方・喜びを知り、それを自身の演奏や表現で他者にも伝えられるようになる。
授業内アンサンブルクラスでの関わりを通して「自分の役割」を理解・見つける経験を積み、音楽人としてだけでなく今後の社会生活にも役立て
る。
コミュニケーション能力やアレンジ能力に長けたアーティスト・ミュージシャンとして現場で活躍できる人材となる。

半期のまとめ
・アンサンブルフェスティバルや通常授業を振り返り、反省点や良かった点をピックアップ。今後どうすれば更に向上出来るか
を話し合う。

アンサンブルとは何か
課題曲①〜④
アンサンブルフェスティバルへ向けて

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

アンサンブルフェスティバルの事前資料作成
・セット図の書き方を学び、作成する。
・アンサンブルフェスティバル本番仕様の尺やアレンジ、メイクや衣装も当日のものとする。
・本番を想定した演奏動画の撮影を行う。

アンサンブルフェスティバルの事前資料作成
・セット図の書き方を学び、作成する。
・アンサンブルフェスティバル本番仕様の尺やアレンジ、メイクや衣装も当日のものとする。
・本番を想定した演奏動画の撮影を行う。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回(74単位時間) 年間単位数 ２単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～8回目

【前期】
9～12回目

【前期】
13～16回目

【前期】
17回目

【前期】
18～20回目

【後期】
21～23回目

【後期】
24～26回目

【後期】
27～29回目

【後期】
30～32回目

【後期】
33回目

【後期】
34～37回目

評価方法

備考

ヴォーカルコース、シンガーソングライターコース、ギターヴォーカルコース、ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
ヴォイストレーニングⅠ

ヴォイストレーニングⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経歴21年。様々なステージ、 メディア出演を経験、有名アーティストの出演CMで1,000人の歌唱指導を担当。
現在の指導対象はミュージシャンのみならず、 俳優、映像、 舞台など幅広い指導経験を持つ。

授業概要

楽器である身体を鍛える為の筋力トレーニング、体幹トレーニングを行い、更に歌唱時に必要な身体の使い方を学ぶ。
シンプルなスケールを使ったメソッドを繰り返し行う。

言葉を発する時の唇、舌、顔の筋肉の基本的な使い方を学ぶと同時に、それぞれの部位を正確に動かせるように繰り返しメソッドを行うことで鍛えていく。
また、強弱や明暗などのコントロールを応用として行えるようにする。

高音域を発声するのに必要な声帯及びその周囲の筋肉の基本的な使い方を学び、対してNGパターンも併せて学ぶ。また、
ただ発声出来ているだけではなく、必要な共鳴を備え、その度合い(太い、柔らかいなど)をコントロール出来るように様々なメ
ソッドを繰り返し行う。

授業計画・内容

ヴォーカリストに必要な生活習慣のレクチャー、歌う前に身体の緊張を解す準備運動、基本姿勢、発声に必要な横隔膜及び
胸郭の使い方を学ぶ。

各カテゴリーに対して正しい知識を理解すると共に、身体全体を鍛えると共に発声に必要な身体の部位を鍛え、正しく使えることを目的とする。

発声時に腹圧をどのように設定し、それをどの状況でコントロールするのかを、スケール(音階)を使用したメソッドで繰り返しト
レーニングする。

ワードを混ぜ合わす事により普段思いもしないような言葉が生まれ、思わぬ発見ができるということを理解し個々の引き出しを増やす

「前期試験」

後期試験

今まで学んだこと全ての知識、メソッドを復習し、更に完成度を高めることを継続する。

【前期】 18～20回目を継続

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

声を真っ直ぐに伸ばす時や音程が上がる時に、その声の共鳴を安定したものにする身体の使い方を、様々なスケールトレー
ニングを繰り返し行うことにより学ぶ。

今まで学んだこと全ての知識、メソッドを復習し、更に完成度を高める。

歌詞の内容や曲調に対して必要な声のトーンにはどのようなものがあるかを知り、それらを実際に使える技術を身に付ける。
更にどのトーンをどういう場合に使うかのセンスも学ぶ。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 講義 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回(74単位時間) 年間単位数 4単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～15回目

【前期】
16～20回目

【後期】
21～24回目

【後期】
25～29回目

【後期】
30～34回目

【後期】
35～37回目

評価方法

備考

ヴォーカルコース・ダンスヴォーカルコース・シンガーソングライターコース・ギター
ヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
ヴォーカリスト基礎知識

ヴォーカリスト基礎知識 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経歴22年。様々なステージ、 メディア出演を経験、有名アーティストの出演CMで1,000⼈の歌唱指導を担当。 現在の指
導対象はミュージシャンのみならず、 俳優、映像、 舞台など幅広い指導経験を持つ。

授業概要

ヴォーカリストとして活動していく上で必要な基礎知識を学びながら、⾳楽・エンターテインメント的⾒識を元にした様々な体験を重ねる。

マイクについての知識、ダイナミックとコンデンサー、各メーカーの特徴などヴォーカルが知っておくべきマイク・機材の特性を
知る
フィジカルトレーニング

発表会を振り返り、ヴォーカルパフォーマンスにおける長所・短所を自覚する
著作権について知る
音楽専門用語・業界専門用語について知る

授業計画・内容

音楽の三大要素メロディ・ハーモニー・リズムについて知る
音階・音程・コード・拍子等について知る
コード理論を知る(トライアードまで)
音楽ジャンル曲調について知る
フィジカルトレーニング

ヴォーカリストに必要な基礎的知識を学ぶことによって、活動していく上でのスキルを⾝に着ける。

ステージング・ライヴパフォーマンスについて知る
発表会(2週)
フィジカルトレーニング

実践型コード理論・音楽理論を通じて 作曲・編曲に活かせるテクニックを知る
ジャンル毎のグルーヴ・ビートからリズムの構造を知る
フィジカルトレーニング

ＭＣや作詞を通じて 言葉での表現技術を知る
良質な音楽が扱われている映画やライヴ・コンサート等の鑑賞
アカペラコーラス講習
フィジカルトレーニング

ライヴ業界(ライヴハウスやホールでのイベント・ライヴ運営、自身で外ライヴを行うまでに必要な過程など)を知る
オーディション・プロジェクトへのエントリー用プロフィール作成を通じてセルフプロデュースを知る
フィジカルトレーニング

アカペラコーラス講習
コード理論を知る(7thコード・テンションコード・分数コードなど)
有名なカバー曲からアレンジ能力を知る
フィジカルトレーニング

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回(74単位時間) 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～4回目

【前期】
5～8回目

【前期】
9～12回目

【前期】
13～16回目

【前期】
17～19回目

【後期】
20～23回目

【後期】
24～28回目

【後期】
29～33回目

【後期】
34～37回目

評価方法

備考

・基本的なメソッドの反復、ナチュラル→ファルセットの切り替え、音程の幅広い上げ下げ
・1フレーズ内での実践、テンポキープの確認
・1コーラスでの実践、入れる場所を選ぶセンスのチェック

学んだこと全ての確認、復習、修正

・共鳴の副鼻腔・口腔内のバランスの確認
・息の量の増減、そのコントロール
・ナチュラルヴォイス→ファルセット→ナチュラルヴォイスの切り替え

・基本的なメソッドの反復、腹式呼吸との関連性
・1フレーズの抽出、反復
・1コーラス内での実践

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）

・基本的なメソッドの修練
・ハミングでの歌唱
・フレーズでの実践

・共鳴の確認、副鼻腔・口腔・咽頭のバランスの確認
・各共鳴腔の増減のコントロール
・フレーズ、1コーラスでの実践

授業計画・内容

・口の開きや動きの強弱と腹圧の関係
・母音~子音~母音の流れに対する発音との関係
・オケのリズムアプローチとの関係

歌詞の世界観に相応しい表現を織り込み、「伝わる歌」を歌えることを目指し、技術の高い歌をどのタイプの曲でも歌えるようになることを目標とす
る。

・基本的なスケールトレーニング
・フレーズを抽出、その中での実践
・1コーラスでの実践

・基本的なメソッドの反復
・1フレーズを抽出、実践
・1コーラスでの実践

ヴォーカルコース、ギターヴォーカルコース、ダンスヴォーカルコース、シンガーソン
グライターコース

到達目標

授業科目名
ヴォーカルテクニックⅠ

ヴォーカルテクニックⅠ 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経験10年
ESPミュージカルアカデミーヴォーカルコース卒業。2011年からヴォーカリストとしてライブや楽曲制作を開始。2018年に作詞
家としてメジャーデビュー。現在に至るまで様々なクリエイターの楽曲に歌唱や作詞で参加。現在はゲームの主題歌やゲー
ム音楽を中心に活動している。

授業概要

歌詞やオケ(楽器)の演奏に対して必要な様々なテクニックを理解、習得し表現力を高め、伝える歌、感動を与える歌を創る。



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回(74単位時間) 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～15回目

【前期】
16～20回目

【後期】
21～24回目

【後期】
25～29回目

【後期】
30～34回目

【後期】
35～37回目

評価方法

備考

ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
 ステージパフォーマンスⅠ

 ステージパフォーマンス 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経験18年、2009年ヴォーカルダンスグループでTV局主催オーディションでグランプリ獲得。
2011年、1St Singleを全国発売。解散後もグループ、コーラス、TV番組仮ヴォーカル、ライブ配信、ライバーやアイドル等様々
なアーティストのヴォイストレーニングも行っている。

授業概要

人前で表現することの心構えや他者との協調性を学ぶ。

試験やイベントに向けてステージ前後のMCや出ハケなども決め、実際のイベント同様の流れを話し合い決定する。

通しリハーサルを行い模擬イベントの流れで前期試験、前期試験の結果で進級公演の役割（選抜やソロ）を決定する。

授業計画・内容

アップテンポの楽曲1コーラスを選曲し、まずはアーティストの振りコピ、もしくはオリジナルの振り付けやステージンングを考案
しステージでの動きを自身で創り上げる。

歌唱がブレない身体の動きを身につけるための体力、体幹、魅せ方、ステージに立つ上で自身やグループのプロデュース能力を学ぶ。

グループでフルコーラスを仕上げる。楽曲、パート割や構成、コーラスワーク、振り付け、振り入れ等、講師のアドバイスを受け
ながら、グループでベストなパフォーマンスを創り上げるために話し合いをする。

進級公演に向けてMC等も含めた通し練習を行う。ステージでの入りやハケ、場当たりなど当日の流れを把握する作業を繰り
返し行う。

後期試験・進級公演

ソロもしくはグループでのリーダーを決め、リーダーを中心に楽曲、構成、パート割りなどを話し合い、卒業公演に向けての演
目を作成していく。

決定した楽曲に講師のアドバイスを受けながらコーラスワーク、オリジナルの振り付け、振り入れの作成を行う。

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回（74単位時間） 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～15回目

【前期】
16～19回目

【後期】
20～24回目

【後期】
25～29回目

【後期】
30～34回目

【後期】
35～37回目

評価方法

備考

HOUSEダンスのSTEP(ルーズレッグ、スイッチなど)の習得
細かい身体の使い方を理解し、表現の幅を広げる

1年間で学んだ技やSTEP、身体の使い方を振付の中で表現できるようにすることを中心とした授業

前期の復習、技の習得(ニュージャックスウィング、ウォッシングマシーンなど)を中心とした授業

リズムトレーニング応用、技の習得(トゥループ、ドロップ、ゲスなど)を中心とした授業

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価)

アイソレーションの応用、リズムトレーニング、
 様々な技の習得(キャベッジバッジ、ランニングマン、ロジャーラビットなど)を中心とした授業

前期で習った技やSTEPを組み合わせたコンビネーションを覚えしっかりと踊れるようにし
前期のテストに備えた練習を中心とした授業

授業計画・内容

ストレッチ、筋トレ(腹筋、腕立て、体幹トレーニングなど)、アイソレーション
基本的なリズムトレーニングを中心とした授業

アイソレ・リズムトレーニング・プリエ・筋トレ(身体作り)などジャンルを絞らす最低限必要な基礎をしっかり身につける。

アイソレーション、基本的なリズムトレーニング
STEP(パドブレ、クラブ、チャールストンなど)を中心とした授業

ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
ダンスAI

ダンス基礎Ⅰ 1年次

90分（1単位時間45分）

メジャーアーティストの専属として全国ツアー・LIVE・TV等、全てのステージで10年間メインダンサーを務める。
現在も数多くのアーティストのバックダンサー等で活躍。

授業概要

ダンスの基礎となる身体の使い方、リズムの取り方、技やステップを学び、柔軟や姿勢の矯正などを行い
パフォーマンス能力の向上と、魅せれてしっかりと伝わる表現方法の指導



専門学校ESPエンタテインメント東京　音楽アーティスト科

授業形態 / 必・選 実習 必修

学則上表記 年次

授業時間 年間授業数 37回(74単位時間) 年間単位数 2単位

科目設置コース
教員の

実務経験の有無
該当

担当講師
実務経歴

【前期】
1～5回目

【前期】
6～10回目

【前期】
11～15回目

【前期】
16～19回目

【後期】
20～24回目

【後期】
25～29回目

【後期】
30～34回目

【後期】
35～37回目

評価方法

備考

ダンスヴォーカルコース

到達目標

授業科目名
ダンスBⅠ

ダンス応用Ⅰ 1年次

90分（1単位時間45分）

実務経験11年
数々の有名アーティストのバックダンサーやMVに出演。テーマパークのパレード・ショーダンサーも務め、幅広く活躍してい
る。全国一位にもなった高校ダンス部の指導者でもあり、インストラクターとしても活動中。

授業概要

基本的な体の使い方や基礎のステップなどを学び、それを基に自分で振付が出来るようになるよう指導。曲は基本的にJ-POPを使用し、歌詞とも
リンクさせた振付をする。

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、自分で振付をする

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、グループでワンコーラス分の振付を完成させる(構成も考え、自
分の振付をクラスメイトに教える）

授業計画・内容

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等

曲にあった（ポイントを押さえた目に留まるような）振付を考えられるようになる。

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、講師の振付を覚える

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、自分で振付をする

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、グループでワンコーラス分の振付を完成させる(構成も考え、自
分の振付をクラスメイトに教える）

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等

ストレッチ、筋トレ、アイソレーション、リズムトレーニング等、講師の振付を覚える

学期末の試験、及び平常点（授業態度、レポート提出状況・内容、出席率等を総合的に評価）
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